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自己評価についての一考察(2)

一幼児;期の 自己認識の発達 について 一

梶原 佳子

は じめ に

自己評価 とは、 自分 自身のさまざまな側面の認知についての価値付けや感情や評価のことで

ある。(梶 原、1994)発 達的に幼児が自己評価を行 うようになるのは4歳 ごろか らである。ま

た、 自己概念については、断片的ではあるが3歳 ごろから形成されることが明らかになってい

る。つまり幼児が自分 自身を対象化 してとらえることができるようになるのは3、4歳 ごろか

らである。そして、子 どもの認知能力が発達するに従 って、自己評価は現実を反映した、 より

正確なものとなる。また、 自分 と他者を比較 して自己評価を行 うこともできるようになる。本

稿では、子 どもの 自己評価の発達の過程について考察 していく。

なお、幼児の自己の発達の研究については、1歳 から2歳 にかけての 自己認知の発達や、5

歳から6歳 にかけてのセルフモニタリングの成立の研究の蓄積は多いが、その合間の3歳 から

4歳 の時期を対象にした研究は少ない。そのため本稿では自己評価だけでな く、自己認識の発

達の過程 も含めて検討を行 う。

1.自 己 評 価 の 発 達

幼児の 自己評価はどのように発達するのだろうか。幼児の自己評価や自己概念の研究か ら、

幼児が自分 自身をどのようにとらえているのか、それがどのように変化するのかをみていく。

(1)自 己評価の発達

HarterとPike(1984)は 、4歳 から7歳 の子 どもを対象にコンピテンスを測定 し、それぞれ

の年代の子 どもの状況に合わせた領域であれば、4歳 でも自己評価を行うことが可能だ として

いる。Harterら は子 どもに絵を用いて、コンピテンス(認 知的 コンピテンスと身体的コンピ

テンス)と 社会的受容(母 親からの受容 と友人からの受容)を 尋ねた。具体的にはパズル解き、

数唱、色の名前な どについて尋ねる幼児用 と、読み書き計算を中心 とした小学校低学年用があ
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り、さらにそれぞれに男子用女子用がある。

しか し、 この方法で求められた 自己評価はあ くまで、子 どもによって知覚 された(per-

ceived)も のである。教師評定値 との相関係数はコンピテンスについては0.3台 、社会的受容

については0.06と あまり高いものとはいえない。その後の追試でも、コンピテンスについて0.

2前後の相関係数(金 城 ・前原,1991;Gullo&Ambrose,1987;桜 井 ・杉原,1985)で あっ

た。

つまり、4歳 から7歳 ごろまでの子 どもは自己評価を行っていても、それは現実をあまり反

映 していない。子 どもは自分の能力を楽天的に高 く評価する傾向があり、年少児ほどその傾向

は強い。Hansford&Hattie(1982)が 自己評価 と現実の達成度 との関係について行った文献

調査でも、学齢期前の幼児の自己評価 と現実の達成度の関連は非常に低いことを明らかにして

いる。

正確な自己評価を行うことが困難であることの理由について、Harterら(1984)は 、幼児

が 「こうありたい」 という理想の自己イメージと現実の自己イメージとの区別が明確でないた

めだとしている。金城 ら(1991)は 理由として、年少児の認知能力に原因を求めている。 この

年齢の子 どもは、能力 と努力、自己 と他老、理想 と現実などの両面的な関係を同時に関係づけ

ることができない。Piagetのいう前操作期段階にあるため脱自己中心化がなされていないため、

多様な側面を同時に理解することができないのである。

(2)社 会的比較と自己評価

社会的比較理論か らも認知能力の発達が自己評価に影響を与 えることが明らかになってい

る。

自己評価は何らかの基準に基づいて行われる。その際に他者を基準 とした比較、つま り社会

的比較による自己評価が行われるのは、8、9歳 になってか らである。(Boggianoetal.,

1979;Rubleeta1.,1980;Rubleetal.,1976;高 田,1992)8、9歳 以前ではたとえ他者

と自己の比較を行っても、得 られた情報を分析し推論する操作的認知能力が不十分なため、比

較の結果を自己評価に関連させることができないからである。

また、Harter(1982)は 、全般的な自己価値についてのコンピテンスを判断できるのは、8

歳以降であるとしている。つまり、現実に即 した妥当な自己評価が可能になるのは8、9歳 ご

ろであり、そのころ個別の自己評価を統合した全般的な自尊感情が成立するといえる。

評価 ということ自体が、何かと何かを比較することで成り立つ以上、2つ 以上の事柄を同時

に処理できなければ、評価が不完全なものになるのは致 し方ない。しかし、断片的ではあるが、

幼児は3、4歳 ごろから自己について何らかの認識をもっていることが明らかになっている。

(3)自 己概念の発達

言語的なコミュニケーシ ョソ能力が問題 となって、4歳 以前の幼児を対象とした自己評価や
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自己概念の研究は少ない。 しかし、Kellerら(1978)は 、幼児は3歳 ごろから自分 自身の特徴

を言語を用いて述べることができることを明 らかにしている。

Kellerら(1978)は 、3歳 、4歳 、5歳 の幼児に、「○○ちゃんは … 」という質問を し

て、その反応の内容を分析 している。それによれば、まず3歳 から4歳 、5歳 と年齢 を経 るに

従って、自分自身の行為に関することがらや、他者との関係についての言及が増加 している。

それに対 して、持ち物や名前についての言及は減少する。また、行為 と身体的特徴について、

どちらが自分によくあてはまるかを聞いたところ、身体的特徴を選択する割合は低かった。

幼児は発達の過程で、自分自身を持ち物や名前や身体的特徴など具体的な特徴から、行為や

他者 との関係などより抽象的な特徴から理解 してい くことがわかる。対人関係の拡が りや、認

知機能の発達に伴 って、幼児の自己概念は3歳 ごろには存在 しているといってよいだろう。

都筑(1981)は 、4歳 、5歳 、6歳 の幼児に、い くつかの年齢を提示 し、「なれるとしたら

何歳にな りたいか、あるいはな りた くないか」ということととその理由もあわせて尋ね、幼児

が自分 自身を現在、過去、未来の時間の流れの中にどのように位置づけているかを調査 してい

る。その結果、4歳 児では、な りたいあるいはな りた くない理由を明確にいうことは困難であ

った。言語的な表現能力が年少児で劣っていることも、理由として挙げられるかもしれない。

しか し、4歳 で も 「きのう」「きょう」「あ した」などの時間の流れは理解 している(都 築、

1993)。 過去の自分、現在の自分、未来の 自分を想像 した り、時間軸上に自己を位置づけたり

することは、5、6歳 になってから可能であると考えられる。

自分 自身を時間的連続性の中で捉えることは、発達は物語をつ くることと関連 している(梶

原,1993b)が 、内田(1989)は 一連の物語産出の過程の研究か ら、時間的展望 と自己の認知

との関係について次のように述べている。時間的展望は、1歳 前後 より現在から過去に向かっ

て広がり、因果関係の理解や象徴機能が発達を促す。 しかし、5歳 後半になって、時間的展望

が未来を含むようになって、 自己認知は質的に変化する。未来の視点から現在を見て、 自己の

行動についての予測や見通 しをたてるプランニ.ングを行うことができるようになる。このこと

により自分 自身の行為を意識化 しコソ トロールするセルフモニタリングを行 うようになり、ま

た、 自分の行動を他者に合わせて変えることが可能になる。未来についての時間的展望は、 目

標や動機づけとして作用するとともに、現在の自己をコン トロールする機能 ももつといえる。

以上から、現実を反映 した自己評価は8、9歳 ごろにならなければ行えないが、幼児は3、

4歳 ごろからすでに自分自身についてなんらかのイメージを持ち、それを言語化できることが

明らかになった。 これは自己の対象化のはじまりである。 このような自己の対象化は単独で行

われるのではない。2歳 ごろに行われる自己の鏡像認知の成立は、 自己の身体が他者の身体同

様に 「見 られる」 ものであり、他者のまなざしが自己のまなざし同様に 「見る」はた らきを持

つものとして認識されることが必要であった。(梶 原,1993a)つ まり、 自己の対象化の過程で

は必ずそこに自己に対峙するもの としての他者の存在がある。 自己認識 と他者認識は表裏一体
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をなしてお り、それは自己と他者の身体や心的な世界が基本的には一対一で対応し、相互互換

的であることを認識することで成立 しているのである。

2.自 己認知と他者認知の発達

幼児はいつごろから自分や他老には外から見えない心というものがあることを理解するよう

になるのだろうか。自己と他老の心的世界の存在の認識はどのように発達するのだろうか。

(1)心 的世界の気づき

幼児は2歳 ごろから自己と他者の心的世界について言及しはじめ、3歳 ごろには心的世界が

物理的世界 とは違 う性質を持っことを理解 している。

Brethertonら(1982)は 、幼児の使 うことばを分析 して、2歳 ごろから、感情(happyや

sadな ど)や 思考(knowやthink)な ど自分の内的な状態をあ らわすことばの頻度が増えること

を明らかに している。また、Dunnら(1987)は 家庭での幼児 と家族の会話を分析 して、幼児

は自分だけでな く他者の気持ちや感情についても言及を行ってお り、幼児は他者にも心的な世

界が存在することに気づいているらしいことを明らかに している。

Wellmanら(1986)は 、3歳 の幼児に本物のクッキー と頭の中の想像上のクッキーの違い

を尋ね、多 くの幼児が、見たり触ったりすることができるのは現実に存在 しているものだけで

あり、心的な世界は直接に見たり触れたりすることができないと理解 していることを示 してい

る。

しか し、心的な世界の性質にっいて理解 していても、自己 と他者にそれぞれ心的な世界が別

々に存在することを理解するのは3歳 児には困難である。た とえば、3歳 児は自分の 目の前に

置かれた物体について、もし他者が違 う方向からみたら、何が見えて何が見えないのかを推測

で きる。 しか し、それが他者 に どのように見 えているのかを推測することはで きない。

(Flaven,1988)

そして、幼児は、自己と他者の物理的な視点の違いを認識 しても、す ぐには自己 と他者の心

的な世界での違いを認識することができない。他者の思考の内容や道筋を推測することはさら

に難 しい。

(2)自 己と他者の心的世界の区別の発達

Selman(1971)は 、 自己と他者の心的世界の理解が どのように発達するかを、 自己と他者の

区別の発達 という面から捉えている。視点取得 と自己と他者の心的世界の理解について、4歳

から6歳 の幼児を対象にした調査の結果は次のようである。まず、これらの幼児は、同 じ一つ

の対象が、見る位置によって見えかたが異なるという、視覚的な視点取得については理解 して

いた。しかし、自己と他者の心的世界の区別については理解が異な り、次のような4つ のレベ
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ルがみられた。

A.自 他の心的世界の区別はできない。他者の考えは自分の考えと同じだ と思っている。

B.自 己と他者の心的世界の区別ができる。心的世界は身体同様、 自己と他者で全 く別のも

のなので、他者の考えを推測することは不可能である。

C.自 他の心的世界を区別 している。 しかし、その思考の内容や方法は自己も他者 も同 じな

ので、他老の考えは推測できる。

D.自 他の心的世界を区別 している。その思考の内容や方法 も異なるので他者の考 えを推測

することはできない。

年齢 との対応については、4歳 児ではAレ ベルのものが多かったが、6歳 児ではほとんどが

Dレ ベルに移行していた。

以上から、自他の心的世界の区別の発達は、次のような段階を経ていることが示される。

①自己 と他者に心的な世界が存在することを理解する段階。

②自己と他者の心的世界は、自己と他者の身体が違うように、別々のものであるということを

理解する段階。

③自己 と他者の心的世界が別 々のものではあっても、機能的 ・構造的には同 じということを理

解する段階。

④自己と他者で心的世界の機能や構造は同じでも内容は異なっており、思考や感情の過程が異

なっていることを理解する段階。

自己と他者の心的世界を区別 し、その内容の違いを正 しく理解することは6歳 ごろに可能に

なるといえるだろう。

ところで、他者の心的世界の内容の理解の発達について、状況への依存 と独立 という観点か

ら検討 した一連の研究がある。自分は真実を知っているのに、他者はそのことを知 らない場合、

他者の持つ誤 った信念を幼児はどのように認識 しているかを調べた実験である。

(3)他 者の心的世界の内容の理解の発達

Wimmerら(1983)は3歳 から9歳 の子 どもを対象に、人形劇を用いて、次のような状況を

見せて質問 した。rMは お母さんが買 ったチ ョコレー トを青い戸棚にしまって遊びに出かけま

した。その後、お母さんは青い戸棚からチョコレー トを出して食べ、残 りを緑の戸棚にしまっ

て出かけて しまいました。遊びか らかえってきたMは どこを探すで しょうか。」この実験のポ

イン トは、観察者である被験児は真実(チ ョコレー トは緑の戸棚にある)を 知っているが、M

は誤 った信念(チ ョコレー トは青の戸棚にある)を 持 っている、という2つ の事態を理解 しな
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くてはな らないことである。結果は、3歳 児で正しく答えることができたものはいなかったが、

4、5歳 児では半数近 くが正答 し、6歳 から9歳 ではほぼ全員が正答 していた。

木下(1991)は 、3歳 、4歳 、5歳 の幼児を対象に、Wimmerら(1983)やHogrefeら(1986)

の実験の追試を行って、彼 らと同様の結果を得た上で、次のことを明らかにしている。まず、

被験児全員が正答 したか誤答 したかに関わりなく、主人公が緑ではなく青い箱にしまったこと

を記憶 していた。つまり、誤答の原因は、あ くまで同時に自己 と他者の心的世界の認識を勘案

することができないという、認知上の混乱によることを明らかにしている。

しかし、Flavell(1988)の 他者の視点取得の理解 と同様に、ある事態について自己 と他者の

認識が異なっているかを推測することは、その事態を他者がどのように認識 しているかを推測

することより、容易である。(久保,1992)

Pillow(1989)は 、3歳 から5歳 の幼児を対象に、「箱の中身を入れ替 えたのを知らない友だ

ちは、その箱になにが入っているか知っていますか」 という質問をした ところ、3歳 児で も4

割が正 しく答えられた。 しかし、「友だちは箱の中身を何だと思っているでしょう」 という質

問には、ほ とん どの3歳 児 と4歳 児の過半数が答えられなかった。5歳 児では8割 以上が両方

の質問に正答 していた。つまり、3、4歳 児にとっては、 自分の持つ表象 と異なる表象を構築

することが困難であることがわかる。(久保,1992)

(4)状 況に依存 した他者理解

しかし、他者の心的世界の理解は年齢にしたがって均一になされるのではな く、かなり状況

に依存 して行われており、領域特殊性が見 られる。

Flavel1(1988)は 、3歳 でも、家族などよ く知っている他者の好 き嫌いな どは知っており、

さらにそれが 自分 自身の好 き嫌いと同じか異なっているかについても理解 していることを明ら

かにしている。つまり幼児は他者の心的世界を理解するのに、状況からかなり手がかりを得て

いるのである。

また、先述の木下(1991)は 第2実 験 として、4、5歳 の幼児を対象に、Wimmerら の人形

劇の結末を変え予期できない状況 として提示 し、被験児がそれをどう理由づけるかを尋ねた。

具体的には、最後に主人公が現れ、青い箱ではなく緑の箱を探 して対象を得る、というもので、

被験児の予想を裏切る結末になっていた。結果は、被験児の予測 と主人公の行動が くいちがう

理由について、5歳 児は4歳 児に比べて、主人公が青い箱ではな く緑の箱を探 したことに、「ド

アのすきまからこっそり見ていた」などと理由づける割合が高かった。

木下(1991)の 結論から、次のことがいえる。4歳 児では、 自己と他者の心的世界を区別で

きるが、まだかなり状況依存的である。 しか し、5歳 児では状況から独立 して、事象の背後に

ある論理を考察 し、それを意識化できるようになる。4歳 から5歳 での変化にっいて考えると、

子 どもは日常生活の中で、認知能力がじゅうぶん発達 していないため、予測 と現実が一致 しな

いような矛盾を経験することがある。しか し、そのことがかえって事象についての認識を深め、
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ものごとの因果関係や論理についての理解を導 くのである。

お わ り に

本稿では、自己評価の発達 と、自己 と他者の心的世界の認識の発達を検討 してきた.最 後に、

幼児の自己概念や自己評価の発達の研究についての今後の課題をい くつか取 り上げる。

第一に、自己概念 ・自己評価の質的な内容の検討が挙げられる。幼児は一般に自分の能力に

ついて楽天的に高 く自己評価を行っている。 しか し、なかには否定的な自己評価を行っている

ものがいた。(金 城 ・前原,1991)幼 児期の 自己評価にも個人差があることを示 しており、非

常に興味深い事項であるといえよう。また、4歳 ごろの自己評価の内容は5、6歳 ごろの自己

評価に比べて否定的であるという報告がある。(松 田,1983)4歳 前後は自他の心的世界の区

別の認識が始まり、自己の内面へと関心が向けられる時期であり、自己についての意識がそれ

までの身体的な自己認知からメタ認知へと変化する過渡的な状態にある。 自己評価の一時的な

低下は、このような自己についての意識の変化によって引き起こされているとも考えられる。

これからは、幼児の自己の発達の認知的な側面だけでなく、質的 ・情緒的な側面 も検討 してい

くことが望まれる。

第二に、社会的な認識の発達 と自己の発達についての研究がほとんどないことが挙げられる。

自己認識 と他者認識渉表裏一体であることは述べた。この他者 とは、幼児をとりまく生活空間

の拡大にともなって、養育者、友人な どの特定の他者から一般化された他者へ、さらには自己

の所属する集団や社会へと拡大 し、自己を対象化する視点が変化してい く。 これからは、 自己

は閉 じたシステムではな く、外の世界と関わり合いながら発達 してい くものであることを示す

研究が必要になるだろう。
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ASTUDYONSELF-EV.ALUATION(2)

YoshikoKAJIWARA

Thepurposeofthepresentstudyistoexaminethedevelopmentofyoungchildren'self-

evaluation(SE),Childrencanevaluatethemselves丘omtheageof4.Socialcomparison

theolyindicatesthatyo㎜gchildrendon'tusesocialcompariso茸asthayevaluatethemselves

mdertheageof8.Highscoresofyoungchildren'SEaremainlyexplainedintermsof

pre-operationalegocentricnature・

Therelationbetweentherole-takinglevelsandchronologicalageimpliesthattheconceptual

role-takingisanage-relatedsocial-cognitiveskillandalsoindicatesthepossibleexistenceofan

ontogeneticsequenceofrole-takingstages.

Thethoeryofmindshowsthattakinganother'sperspectiveisessentialforcognitionofboth

theself-mindandothers'.


